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会
議
・
研
修
会
等
の

延
期
・
中
止
に
つ
い
て

青山学院中等部礼拝堂（４面に記事あり）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
社
会
的
状
況
に

鑑
み
、
以
下
の
研
修
会
を
延

期
・
中
止
い
た
し
ま
す
（
４

月
27
日
現
在
）。

○
延
期

・
第
１
０
８
回
定
時
総
会

日
時
＝
11
月
６
日
（
金
）
18

時
～
20
時
、
７
日
（
土
）
10

時
～
16
時
30
分　

会
場
＝
桜
美
林
大
学
町
田
キ

ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

○
中
止

・
第
65
回
東
日
本
小
学
校
教

職
員
協
議
会　

６
月
20
日

（
土
）
関
東
学
院
六
浦
小
学

校
※

・
第
64
回
事
務
職
員
夏
期
学

校　

７
月
18
日
（
土
）
～
20

日
（
月
）
東
山
荘
※

・
第
７
回
西
日
本
小
学
校
教

職
員
協
議
会　

７
月
31
日

（
金
）
西
南
学
院
小
学
校

・
第
７
回
中
堅
教
員
リ
ト
リ

ー
ト　

８
月
４
日
（
火
）
～

６
日
（
木
）
同
志
社
び
わ
こ

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
※

・
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
合
宿

８
月
15
日
（
土
）
～
17
日

（
月
）
奈
良
県
洞
川
温
泉
あ

た
ら
し
屋
※

・
第
５
回
全
国
災
害
支
援
連

絡
会
議　

８
月
18
日（
火
）～

19
日（
水
）仙
台
、
南
三
陸
※

・
第
７
回
大
学
新
任
教
員
研

修
会　

８
月
28
日（
金
）～
29

日（
土
）関
西
学
院
大
学
※

・
第
62
回
学
校
代
表
者
協
議

会　

11
月
6
日
（
金
）
～
７

日
（
土
）
自
由
学
園

・
第
６
回
キ
リ
ス
ト
教
看
護

教
育
推
進
会
議　

12
月
５
日

（
土
）
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
大
学
※

※
今
年
度
は
見
送
り
、
次
年

度
に
開
催
予
定

　

掲
載
以
外
の
研
修
会
・
会

議
等
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
教

育
同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
な
い
各
地
区
の
会
議

・
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

は
各
地
区
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
報
委
員
会
で
は
各
校
の

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
回
答

の
ま
と
め
を
教
育
同
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
お
知

ら
せ
）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

聖書のことば

青 木 直 人

　ある夜のこと、主は幻の中でパウロにこう言わ
れた。「恐れるな。語り続けよ。黙っているな。
わたしがあなたと共にいる。だから、あなたを襲
って危害を加える者はない。この町には、わたし
の民が大勢いるからだ。」
� （使徒言行録18章9～10節）

　人との接触を最大限抑制するべく、授業は疎か
キリスト教学校の生命線である全校礼拝を守れな
いという試練が続きます。ただ、非常時とはいえ
皆が同じように論評し、同じ方向を向かなければ
許されないような空気に違和感を覚えていたとこ
ろ、『毎日新聞』（４月19日）で「多様な個人の集
合体」である私たちが「本来一丸になどなれるわ
けがない」という梨木香歩さんの憂慮にでくわし
ました。彼女はこんなふうに結んでいます。「今
誰がどういう発言をするのか、心に刻んでおこ
う。そしてすべてが過ぎ去った後には、過ちをし
ない人間はいない、ということを。人間とはこう
いうものだ、という、かつてない学びのときであ
る」。その弱さも含めて人間をトータルに捉えた
上で、一人ひとりがみずから考え、真実を見抜
く。愛に立脚した洞察力を養うことがいま求めら
れています。
　初めて教壇に立ったころ、授洗牧師にいわれま

した。「どんなにしんどい職場であっても、完全
に孤立してしまうことはない。必ず味方はいるも
のだ」。支えてくれる同僚がいるから、あの生徒
たちが待っているから…と、キリスト教教育に踏
みとどまってきました。
　多神教世界への伝道の労苦は想像を絶するもの
だったはず。ましてや徹底した迫害者であったパ
ウロにとって、教会自体が針の筵だったかも…。
そのパウロにも味方はいました。
　本紙3月号の「勤続5年以下教員・職員アンケ
ート集計」をみていて、建学の精神共有の不十分
さ、管理職も含めた学内でのキリスト教教育の軽
視等、建学の精神に主体的に関わろうとする先生
方の孤立が垣間見える部分がありました。リベラ
ルな校風ゆえ、かえって建学の精神が似て非なる
ものとすり替わってしまうことさえあるようで
す。そんな場面で、「主体的」な教員が味わう孤
独感は容易に想像できます。それでも、「この町
には、わたしの民が大勢いる」との御言葉を信じ
て踏みとどまれるよう、祈りを合わせたいもので
す。何より神さまからお預かりしている「わたし
の民」のためにこそ。
〈普連土学園中学校・高等学校聖書科主任、
校長〉

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

２
０
２
０
年
度「
キ
リ
ス
ト
教
学
校

　

教
育
振
興
助
成
」の
募
集
に
つ
い
て

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等
へ

の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
・
申
請
書
等
詳
細
は
教
育
同
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お
知
ら
せ
」）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

助
成
金
＝
総
額
３
０
０
万
円

助
成
先
選
考
日
程
（
予
定
）

　

４
月
６
日
（
月
）
募
集
開
始

　

６
月
13
日
（
土
）
締
め
切
り

　

７
月
６
日
（
月
）
助
成
先
発
表

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
こ
の
季
節

は
、
各
学
校
が
新
入
生
を
迎
え

て
新
た
な
喜
び
と
希
望
に
あ
ふ

れ
て
歩
み
始
め
て
い
る
時
期
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
卒
業
式
・
入
学
式

の
中
止
・
縮
小
に
始
ま
り
、
通

常
授
業
も
実
施
で
き
な
い
中
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
日
々
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
状
況
が
継
続

し
て
い
ま
す
。
本
同
盟
に
お
い

て
も
、
全
国
総
会
の
延
期
、
事

務
職
員
夏
期
学
校
の
中
止
等
、

大
き
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
現
在
、
世
界
で

13
万
人
に
迫
る
感
染
者
と
7
万

人
を
超
え
る
犠
牲
者
が
出
る

中
、
日
本
に
お
い
て
も
７
つ
の

都
府
県
に
対
し
て
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
（
２
０
２
０
年
４

月
８
日
現
在
）、
感
染
拡
大
の

防
止
に
向
け
た
緊
急
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
キ
リ
ス
ト
教
を

礎
と
し
て
い
る
各
学
校
が
ど
の

よ
う
な
対
応
を
す
る
か
が
問
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
学
校
に
は
、
公
器

と
し
て
経
済
的
に
安
定
し
た
運

営
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

一
方
、「
地
の
塩
、
世
の
光
」

と
し
て
様
々
な
課
題
に
気
づ

き
、
預
言
者
的
に
発
信
、
ま
た

警
告
し
続
け
る
使
命
が
存
在
し

ま
す
。
世
界
が
大
き
な
不
安
と

緊
張
、
そ
し
て
大
き
な
悲
し
み

に
包
ま
れ
て
い
る
こ
の
時
に
私

た
ち
が
発
信
す
べ
き
こ
と
を
、

本
同
盟
で
共
有
し
、
祈
り
を
一

つ
に
し
て
協
働
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
私
た
ち
が
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
立
ち
位
置
は
ど
こ

で
し
ょ
う
か
。
私
が
働
く
関
西

学
院
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
は
、
第
四

代
院
長
（
の
ち
に
初
代
学
長
を

兼
務
）
Ｃ
．
Ｊ
．
Ｌ
．
ベ
ー
ツ

宣
教
師
が
提
唱
さ
れ
た“Mast

ery for Service”

で
す
。
こ
の

ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の
背
後
に

あ
る
の
は
「
あ
な
た
が
た
の
中

で
偉
く
な
り
た
い
者
は
、
皆
に

仕
え
る
者
に
な
り
、
一
番
上
に

な
り
た
い
者
は
、
皆
の
僕
に
な

り
な
さ
い
。」（
マ
タ
イ
に
よ
る

福
音
書　

20
章
26
～
28
節
）
と

い
う
聖
句
で
、
こ
こ
に
キ
リ
ス

ト
教
を
建
学
の
理
念
に
据
え
て

い
る
私
た
ち
が
常
に
立
ち
返
る

べ
き
視
点
が
あ
り
ま
す
。「
僕
」

に
な
る
と
は
、
原
文
で
は
こ
の

世
で
最
も
低
く
さ
れ
て
い
る
弱

い
存
在
で
あ
る
「
奴
隷
」
に
な

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
こ
の
社
会
で
最

も
弱
い
存
在
の
立
場
で
社
会
を

見
直
す
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力

性
や
差
別
等
が
初
め
て
明
ら
か

に
な
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

今
回
の
感
染
症
拡
大
で
、
改

め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と

は
、
こ
の
世
界
が
本
当
に
多
様

な
人
々
の
存
在
と
働
き
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
社
会
的
な
弱
者
に
対
し

て
い
つ
も
大
き
な
負
担
が
不
平

等
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
と

い
う
端
的
な
事
実
で
し
た
。
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
誰
に
対
し
て
も

平
等
に
襲
い
か
か
る
危
機
の
中

で
、
差
別
や
社
会
的
弱
者
へ
の

過
度
な
負
担
と
い
っ
た
「
人

災
」
を
回
避
す
る
た
め
の
知
恵

と
働
き
を
、
今
改
め
て
追
い
求

め
、
神
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
い

の
ち
」
の
平
等
性
実
現
に
力
と

祈
り
を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い

と
切
に
願
い
ま
す
。

〈
関
西
学
院
院
長
、
教
育
同
盟

理
事
〉

舟 木   讓

「いのち」の平等性を希求し
実現するために
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１
９
１
０
年
に
結
成
さ
れ

た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
は
、
結
成
百
周
年
を
経

て
、
新
し
い
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
本
制

度
で
あ
る
。
特
に
、
学
校
や

個
人
の
事
情
で
研
修
会
に
参

加
で
き
な
い
教
職
員
を
応
援

し
た
い
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教

教
育
が
重
視
し
て
い
る
こ
と

を
共
に
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
度
実
施
校
の

う
ち
、
聖
坂
養
護
学
校
、
平

和
学
園
、
聖
学
院
小
学
校
で

の
研
修
会
に
つ
い
て
は
す
で

に
報
告
し
た
（
本
紙
２
０
１

９
年
11
月
号
参
照
）
の
で
、

他
の
２
校
の
研
修
会
に
つ
い

て
報
告
し
た
い
。

　

山
形
学
院
高
等
学
校
は
、

山
形
駅
近
く
の
男
女
約
８
０

０
名
の
学
校
で
あ
る
。
近

年
、
校
舎
改
築
を
終
え
、
新

し
く
広
い
校
舎
で
生
徒
が
伸

び
伸
び
と
活
動
を
し
て
い
た

の
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

講
師
の
深
谷
昌
一
先
生

（
元
金
城
学
院
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
）
は
、
ご
自
身

の
体
験
か
ら
始
め
て
、
子
ど

も
た
ち
の
心
に
潜
む
現
代
の

問
題
─
モ
ノ
と
情
報
の
多
さ

に
疲
弊
し
、
主
体
性
が
な
く

葛
藤
を
避
け
る
、
自
尊
感
情

が
低
く
夢
が
持
て
な
い
こ
と

を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
「
か
け
が
え
の
な
い

私
」
の
発
見
、「
生
き
る
価

値
」
の
発
見
、
他
者
と
共
に

生
き
る
幸
い
の
発
見
、
と
い

う
聖
書
に
基
づ
い
た
人
間
教

育
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
特
性
─
二
千
年
以
上
続

い
て
き
た
教
育
的
価
値
の
普

遍
性
、
時
代
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
地
の
塩
・
世
の
光
と
し
て

の
機
能
、
徹
底
的
に
「
人
格

の
完
成
」
を
目
指
す
教
育
な

ど
公
立
校
と
の
差
異
性
を
語

ら
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

ア
メ
リ
カ
出
身
の
牧
師
・
教

育
者
・
作
家
で
あ
る
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ア
ー
サ
ー
・
ワ
ー
ド

の
言
葉
を
引
用
し
、「
魂
に

灯
を
つ
け
る
真
の
教
師
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
学
び
、

生
き
る
意
味
を
発
見
し
て
い

く
教
育
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
果
た
す
役
割
で
あ
る
」

と
結
ば
れ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「『
生
き

る
意
味
』『
わ
れ
わ
れ
は
何

者
か
』『
心
に
灯
を
つ
け
る
』

な
ど
、
心
に
残
る
お
話
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。」「
目

の
前
に
山
積
み
に
な
っ
た
仕

事
に
追
わ
れ
、
自
分
自
身
の

生
き
る
意
味
さ
え
忘
れ
て
い

ま
し
た
。
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等

学
校
は
、
甲
府
駅
か
ら
ほ
ど

近
い
約
１
１
０
０
名
の
女
子

校
で
あ
る
。
年
４
回
の
研
修

会
の
う
ち
１
回
は
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
働
く
者
と
し
て
必

要
な
学
び
を
得
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
。

　

講
師
の
福
島
基
輝
先
生

（
遺
愛
女
子
中
学
校
・
高
等

学
校
）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教

育
と
は
聖
書
の
学
び
、
キ
リ

ス
ト
教
倫
理
、
礼
拝
・
キ
リ

ス
ト
教
行
事
に
加
え
て
、
キ

リ
ス
ト
教
的
な
愛
を
も
っ
て

生
徒
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る

と
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
女
性
宣
教
師
等
に

よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
遺
愛
女

子
中
高
の
歩
み
を
大
切
に
し

つ
つ
、
生
徒
が
誇
り
に
思
え

る
学
校
を
目
指
し
て
学
校
改

革
に
乗
り
出
し
た
こ
と
、
そ

の
改
革
を
進
め
る
た
め
に
毎

日
祈
り
を
献
げ
る
中
で
「
神

の
奇
跡
」
と
も
い
う
べ
き
出

来
事
を
経
験
し
た
と
語
ら
れ

た
。
最
後
に
、
聖
書
を
し
っ

か
り
読
み
、
祈
り
、
ミ
ッ
シ

ョ
ン
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
信
じ
て
歩
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

　

感
想
に
は
「
全
く
同
じ
よ

う
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し

い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
校
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ

る
と
励
ま
し
を
与
え
ら
れ

た
。」「
御
言
葉
に
聞
き
な
が

ら
生
活
す
る
基
本
を
改
め
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
続
い
て
い
ま
す
。
感
染

症
に
よ
っ
て
苦
し
み
悲
し
み

の
中
に
あ
る
方
々
を
お
ぼ

え
、
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学

校
は
で
き
る
限
り
の
感
染
対

策
を
行
い
、
感
染
拡
大
を
止

め
る
た
め
に
協
力
を
す
べ
き

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
感
染
拡

大
を
止
め
る
た
め
の
対
策
だ

け
で
な
く
、
世
の
中
の
不
安

が
も
た
ら
し
て
い
る
計
り
知

れ
な
い
影
響
に
心
を
砕
き
た

い
の
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
今
後
、
こ
の
不
安

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、

キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
大
切
に

し
て
い
る
聖
書
、
マ
ル
コ
に

よ
る
福
音
書
４
章
35
節
以
下

の
記
事
を
通
し
て
考
え
て
み

ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教

学
校
は
、
イ
エ
ス
が
「
向
こ

う
岸
に
わ
た
ろ
う
」
と
い
わ

れ
た
こ
と
に
従
い
、
キ
リ
ス

ト
教
学
校
と
い
う
舟
を
漕
ぎ

出
し
、
航
海
し
て
い
る
姿
に

似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
突
風
が
起
こ
り
、
感

染
症
の
全
世
界
的
な
広
が
り

と
い
う
大
き
な
波
を
舟
は
か

ぶ
っ
て
い
る
の
で
す
。
弟
子

た
ち
は
同
じ
舟
に
乗
っ
て
、

眠
っ
て
お
ら
れ
る
イ
エ
ス
を

起
こ
し
、「
先
生
、
私
た
ち

が
お
ぼ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

の
で
す
か
」
と
い
っ
て
不
安

に
な
っ
て
叫
ん
で
い
る
、
そ

ん
な
状
態
が
今
の
私
た
ち
で

は
な
い
の
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

情
報
も
十
分
で
は
な
く
、
得

体
の
知
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
、

い
つ
終
息
す
る
の
か
わ
か
ら

な
い
ウ
イ
ル
ス
、
私
た
ち
が

不
安
に
な
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
不
安
に
な
ら
ず
平

安
で
い
ら
れ
る
、
そ
ん
な
科

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
さ
れ
て

い
る
情
報
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
中
小
規
模
学
校
の
財
務

把
握
の
全
体
像
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
臨

時
の
小
委
員
会
に
お
い
て
今

後
の
テ
ー
マ
を
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
理
事
と
ノ
ン
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
理
事
を
含
む
キ
リ
ス
ト

教
教
育
を
支
え
る
理
事
研
修

に
絞
り
、
理
事
研
修
会
、
経

営
懇
話
会
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

�

（
３
面
へ
つ
づ
く
）

学
的
根
拠
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。
多
分
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
終
息
し
た
後
も
、

非
日
常
か
ら
日
常
へ
変
わ
る

こ
と
へ
の
不
安
な
ど
、
不
安

は
、
違
う
形
を
と
り
な
が
ら

私
た
ち
の
心
の
中
に
残
り
続

け
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
教
学
校

は
、
こ
の
よ
う
な
中
に
お
い

て
も
、
風
を
叱
り
、
湖
に

「
黙
れ
、
静
ま
れ
」
と
い
わ

れ
る
主
イ
エ
ス
、そ
し
て「
な

ぜ
、
怖
が
る
の
か
、
ま
だ
、

信
じ
な
い
の
か
」
と
同
じ
舟

に
乗
っ
て
私
た
ち
を
叱
っ
て

下
さ
る
主
イ
エ
ス
、
平
安
を

も
た
ら
す
主
イ
エ
ス
に
身
を

委
ね
、
従
う
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
私
は
そ
の
よ
う
に
聖

書
を
読
ん
で
感
じ
ま
し
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同

盟
教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
感
染
症
の
拡
大
の
中

に
あ
ろ
う
と
も
、
平
安
を
も

た
ら
す
主
イ
エ
ス
が
今
も
生

き
て
働
か
れ
る
こ
と
を
信
じ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
感
染
症
が
終
息
す
る

こ
と
を
願
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
動
き
に
な
ろ
う
と
も

主
イ
エ
ス
に
従
い
つ
つ
、
教

育
者
の
不
安
を
少
し
で
も
取

り
除
き
、
支
援
を
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
最
終

的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に

通
う
生
徒
の
不
安
を
も
取
り

除
け
る
よ
う
に
し
て
い
く
、

そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校

の
教
育
を
滞
り
な
く
す
す
め

て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
、

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

で
す
。

　

教
育
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
今
後
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
は
、

教
え
ら
れ
た
。」
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

本
制
度
の
今
後
の
課
題
と

し
て
、
①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で

な
い
教
職
員
が
増
え
て
く
る

中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の

真
髄
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
か
と
い
う
各
学
校
の
悩

み
に
応
え
る
こ
と
、
②
各
学

校
の
実
情
や
課
題
を
ふ
ま
え

て
そ
れ
に
応
え
る
講
師
を
派

遣
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
、

③
全
国
や
地
区
の
研
修
会
に

派
遣
で
き
な
い
学
校
に
本
制

度
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
周
知
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

�

小
暮
修
也

〈
明
治
学
院
学
院
長
、
教
育

同
盟
学
内
教
職
員
研
修
会
講

師
派
遣
委
員
会
委
員
長
〉

１
．
新
規
事
業
と
し
て
、
今

年
度
８
月
15
日（
土
）～
17
日

（
月
）「
教
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

合
宿
」
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
中
止
、
次
年

度
以
降
開
催
と
し
ま
し
た
。

　

理
由
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
で

す
。
多
分
、
感
染
が
終
息
し

た
後
も
、
引
き
続
き
、
不
安

を
な
く
す
こ
と
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
も
次
年
度
以
降
開
催

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

２
．
今
年
度
は
教
員
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
合
宿
は
中
止
と
し
ま

し
た
が
、
従
来
か
ら
開
設
し

て
い
る
、
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
相
談
窓
口
メ
ー
ル
ア
ド

レ
スkyouikushashien@gm

ail.com

）
は
そ
の
ま
ま
開
設

し
続
け
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

時
に
も
必
要
な
と
き
に
適
切

に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え

て
お
き
ま
す
。

�

長
谷
川
洋
一

〈
大
阪
女
学
院
副
理
事
長
、

教
育
同
盟
教
職
員
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
委
員

長
〉

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２

０
１
９
年
度
か
ら
少
子
高
齢

化
に
直
面
す
る
中
小
規
模
の

学
校
法
人
の
、
教
育
・
財
務

環
境
の
把
握
と
連
携
強
化
の

可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
設

置
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１

９
年
度
は
中
小
規
模
ほ
ど
経

営
的
に
厳
し
い
と
の
作
業
仮

設
を
立
て
、
ま
ず
は
現
状
把

握
の
た
め
、
財
務
諸
表
の
公

表
が
義
務
化
し
て
い
る
高
等

教
育
部
門
を
持
つ
学
校
法
人

67
校
を
対
象
と
し
て
調
査
し

「
定
量
的
な
経
営
判
断
指

標
」
な
ど
を
算
出
し
検
討
い

新型コロナウイルス感染拡大を受けて

教育者支援ネットワークの
今後について

新
規
継
続
事
業
に
つ
い
て

「
学
内
教
職
員
研
修
会

講
師
派
遣
制
度
」の

取
り
組
み
と
課
題

「
中
小
規
模
大
学

連
携
協
議
会
」

に

つ

い

て

フェリス女学院

A BRAVE PIONEER

勇敢な先駆者 メアリー・E・キダー

●�

　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の
創
立
者
メ
ア
リ
ー
・
Ｅ

・
キ
ダ
ー
が
１
９
１
０
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、

ア
メ
リ
カ
改
革
派
教
会
婦
人
伝
道
局
は
そ
の
生

涯
を
紹
介
し
た
冊
子
を
発
行
し
た
。
執
筆
し
た

第
２
代
校
長
ブ
ー
ス
の
妻
エ
ミ
リ
ー
・
Ｓ
・
ブ

ー
ス
は
キ
ダ
ー
の
勇
気
と
熱
意
と
献
身
に
敬
意

を
表
し
、「A�BRAVE�PIONEER

」
と
題
し
た
。

　

キ
ダ
ー
は
日
本
の
福
音
伝
道
に
お
い
て
も
女

子
教
育
に
お
い
て
も
勇
敢
な
先
駆
者
で
あ
っ

た
。
１
８
６
９
年
ブ
ラ
ウ
ン
の
再
来
日
に
同
行

し
、
２
５
０
０
ト
ン
余
り
の
小
さ
な
船
で
太
平

洋
を
渡
り
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
高
札
が
立
つ

日
本
に
独
身
女
性
宣
教
師
と
し
て
や
っ
て
来

た
。
彼
女
を
突
き
動
か
し
て
い
た
の
は
「
キ
リ

ス
ト
の
福
音
を
知
ら
な
い
人
々
の
た
め
に
役
立

ち
た
い
」「
教
師
に
恵
ま
れ
な
い
多
く
の
人
々

の
間
で
自
分
を
役
立
て
た
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
で
あ
っ
た
。

　

１
年
間
新
潟
で
活
動
し
た
の
ち
、
横
浜
に
落

ち
着
き
、
１
８
７
０
年
９
月
21
日
横
浜
の
外
国

人
居
留
地
39
番
で
行
わ
れ
て
い
た
ヘ
ボ
ン
夫
人

の
ク
ラ
ス
を
引
き
継
ぎ
、
英
語
な
ど
の
授
業
を

始
め
た
。
こ
れ
が
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の
始
ま
り

で
あ
る
。

　

１
８
７
５
年
、
山
手
１
７
８
番
地
に
校
舎
・

寄
宿
舎
を
新
築
し
、
年
末
に
は
生
徒
数
が
50
名

と
な
り
、
寄
宿
舎
も
満
員
に
な
る
ほ
ど
全
国
各

地
か
ら
入
学
者
が
集
ま
っ
た
。
１
８
７
３
年
に

は
長
老
派
宣
教
師
の
Ｅ
・
ロ
ー
セ
イ
・
ミ
ラ
ー

と
結
婚
、
夫
ミ
ラ
ー
が
改
革
派
に
転
籍
し
た
。

結
婚
式
に
は
生
徒
全
員
を
招
待
し
、
親
の
意
志

で
決
め
ら
れ
て
い
た
日
本
の
結
婚
と
は
異
な

り
、
自
分
の
意
志
で
結
婚
す
る
こ
と
を
教
え

た
。
キ
ダ
ー
は
「
知
識
を
広
げ
、
自
ら
思
考
す

る
女
性
」
を
育
て
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で
い

っ
た
。

　

そ
の
後
、
キ
ダ
ー
は
１
８
８
１
年
フ
ェ
リ
ス

を
辞
し
、
夫
と
と
も
に
高
知
、
盛
岡
な
ど
で
地

方
伝
道
に
従
事
し
な
が
ら
、
子
供
向
け
の
キ
リ

ス
ト
教
誌
『
喜

よ
ろ
こ
びの
音

お
と
ず
れ』
等
の
編
集
・
発
行
に
あ

た
っ
た
。
晩
年
は
癌
を
患
い
、
１
９
１
０
年
６

月
夫
に
見
守
ら
れ
て
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

フ
ェ
リ
ス
の
校
舎
が
見
え
る
山
手
外
国
人
墓
地

に
墓
が
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
る
今

日
も
、
キ
ダ
ー
のPIONEER

精
神
は
フ
ェ
リ
ス

に
関
わ
る
全
て
の
人
々
に
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

�

〈
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
資
料
室
〉

メ
ア
リ
ー
・
Ｅ
・
キ
ダ
ー
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是
非
お
勧
め
し
ま
す
。

◎
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に

受
講
出
来
、
と
て
も
受
け
や

す
か
っ
た
で
す
。
講
習
の
内

容
も
具
体
的
で
学
び
が
多
く

あ
り
、
今
後
の
教
員
生
活
の

助
け
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

◎
受
講
期
間
の
１
年
目
に
は

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

取
得
し
ま
し
た
。
今
回
は
２

年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
取
得
し
て
な
い
科
目
の

み
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
受
講
で

き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
私
の

性
格
に
合
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
し
、
普
段
使
用
し
て
い

る
Ｐ
Ｃ
が
ア
ッ
プ
ル
社
の
た

め
、
主
人
の
Ｐ
Ｃ
を
借
り
ま

し
た
。
今
後
ア
ッ
プ
ル
社
に

更
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
条
項
の

緩
和
、
学
長
や
校
長
選
出
の

規
程
の
見
直
し
な
ど
が
各
法

人
理
事
会
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト

教
教
育
の
中
身
で
あ
る
教
育

内
容
と
方
法
、
そ
の
解
釈
が

理
事
構
成
メ
ン
バ
ー
間
で
異

な
る
こ
と
も
学
校
法
人
内
で

見
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
内
で
の
議
論
か
ら
、
今
年

度
は
中
小
規
模
大
学
の
連
携

推
進
を
目
指
し
、
法
人
経
営

の
課
題
を
理
事
会
構
成
メ
ン

バ
ー
の
方
々
を
対
象
と
し
て

議
論
し
、
連
携
と
問
題
解
決

の
糸
口
を
見
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
２
つ
の
学
校

法
人
の
課
題
報
告
者
か
ら
経

営
と
理
事
会
機
能
な
ど
の
諸

人
材
情
報
の
集
約
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
ま
し
た
。
今

回
、
大
学
を
も
つ
法
人
だ
け

を
対
象
と
し
た
の
は
、
小
中

高
に
お
い
て
は
財
務
の
情
報

公
開
が
義
務
化
で
は
な
く
、

ま
た
補
助
金
や
支
援
金
、
奨

学
金
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
も
大

学
と
は
異
な
る
こ
と
も
理
由

の
一
つ
で
す
。

　

理
事
会
運
営
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
の
は
、

国
内
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
の

絶
対
数
の
少
な
さ
と
人
材
情

報
の
局
所
化
が
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
認
め
た
か
ら
で

す
。
こ
れ
は
地
方
に
行
く
ほ

ど
、
ま
た
人
口
減
少
地
域
ほ

ど
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
課

題
解
決
の
た
め
、
理
事
会
や

評
議
員
会
の
寄
付
行
為
の
変

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
）

も
対
応
で
き
た
方
が
、
よ
り

多
く
の
受
講
者
獲
得
に
つ
な

が
る
か
と
思
い
ま
す
。

◎
２
０
１
９
年
度
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
よ
る
教
員
免
許
状
更

新
講
習
を
受
講
し
た
。
受
講

を
決
め
た
理
由
は
、
日
常
生

活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
時

間
的
制
約
が
あ
る
中
で
、
時

間
の
空
い
た
時
に
い
つ
で
も

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ

る
と
い
う
点
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
た
か
ら
で
あ

る
。

　

実
際
に
受
講
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
は
、
各
講
座
の
内

容
の
充
実
度
で
あ
る
。
各
分

野
の
専
門
家
か
ら
教
授
さ
れ

る
知
見
は
、
実
に
多
く
の
刺

激
に
満
ち
溢
れ
、
何
よ
り
も

日
々
の
教
育
現
場
に
立
つ
教

員
と
し
て
の
実
際
の
職
務
に

直
結
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

　

個
人
的
に
と
り
わ
け
関
心

を
惹
か
れ
た
講
座
は
、「
キ

リ
ス
ト
教
学
校
の
存
立
基
盤

と
そ
の
意
義
」
で
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
学
校
が
設
立
さ

れ
た
歴
史
的
経
緯
や
そ
の
存

在
意
義
、
神
学
的
な
見
地
か

ら
考
察
さ
れ
る
礼
拝
論
や
人

間
論
、
道
徳
教
育
と
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
関
係
、
キ
リ
ス

ト
教
教
育
に
お
け
る
諸
課
題

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
は
極
め
て
深
く
掘

り
下
げ
ら
れ
、
時
間
の
経
過

を
忘
れ
て
非
常
に
興
味
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
勤
務

す
る
教
員
に
と
っ
て
大
変
有

益
な
講
習
で
あ
る
と
確
信
す

る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
受

講
を
お
勧
め
し
た
い
。

◎
受
講
す
る
た
め
に
は
、
顔

認
証
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
Ｐ

◎
今
回
の
研
修
で
は
、
特
に

キ
リ
ス
ト
教
へ
の
学
び
が
あ

り
、
私
自
身
宗
教
委
員
と
し

て
礼
拝
に
関
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
睡
眠
の
講
習
な
ど
は

生
徒
に
も
聴
か
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
受
講
で
き
る
の
が

魅
力
的
で
す
。
青
山
学
院
大

学
出
身
な
の
で
伊
藤
悟
先
生

の
講
義
が
懐
か
し
か
っ
た
の

も
受
講
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

私
は
夏
季
休
暇
中
自
宅
で

一
週
間
か
か
ら
ず
に
履
修
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
時
間
が
な
か
な
か
と
れ

ず
忙
し
い
方
、
私
の
よ
う
に

キ
リ
ス
ト
教
学
校
出
身
者
に

課
題
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

議
論
を
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
報
告
者
は
弘
前
学
院
大

学
の
吉
岡
利
忠
学
長
、
頌
栄

短
期
大
学
の
棟
方
信
彦
院
長

・
学
長
で
す
。
開
催
は
立
教

大
学
に
て
２
０
２
０
年
11
月

29
日
か
ら
30
日
を
予
定
し
て

い
ま
す
。�

湯
口
隆
司

〈
活
水
学
院
院
長
・
活
水
女

子
大
学
学
長
、
教
育
同
盟
中

小
規
模
学
校
法
人
の
連
携
協

力
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座

長
〉

Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
が
、
自
宅

に
あ
っ
た
Ｐ
Ｃ
で
は
性
能
不

足
か
安
定
し
た
顔
認
証
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
、
比
較
的

新
し
いMac

にBootCamp

で

W
indows10

を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
（
１
万
８
６
０
０
円
）
し

て
受
講
し
ま
し
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
ま
ず
、

田
中
哲
先
生
の
「
発
達
障
害

と
愛
着
障
害
」
で
す
。「
発

達
障
害
」
は
教
育
に
関
わ
る

者
の
間
で
は
か
な
り
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、「
愛
着
障

害
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

幼
稚
園
・
小
学
校
の
教
員
な

ら
ば
愛
着
障
害
に
関
す
る
正

確
な
知
識
を
持
つ
こ
と
は
必

須
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
講
義
と
講
義
の
間
に

挟
ま
れ
る
コ
ラ
ム
で
す
。
短

い
時
間
で
す
が
、
入
学
者
減

と
い
う
現
実
を
前
に
何
に
ど

う
取
り
組
む
か
な
ど
引
き
付

け
ら
れ
る
内
容
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
が
安
積
力
也
先
生
の
「
３

つ
の
自
問
―
な
お
も
人
間
教

育
を
志
す
皆
さ
ん
へ
―
」
で

す
。
こ
の
講
義
を
受
講
し
て

い
る
時
、「
あ
あ
、
私
は
こ

の
講
義
に
出
会
う
た
め
に
、

受
講
料
と
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
合

計
５
万
円
を
払
っ
た
ん
だ
な

あ
」
と
い
う
感
慨
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

総
合
す
る
と
、
講
師
が
ま

だ
喋
っ
て
い
る
の
に
Ｂ
Ｇ
Ｍ

を
重
ね
て
わ
ざ
わ
ざ
聞
き
取

り
に
く
く
し
て
あ
っ
た
り
な

ど
、
突
っ
込
み
ど
こ
ろ
満
載

な
点
も
含
め
て
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
加
盟
校
の

教
員
な
ら
ば
、
一
度
は
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
講
習
で

す
。
受
講
証
明
書
の
発
行
は

迅
速
で
す
。
一
週
間
以
内
に

届
き
ま
す
、
お
急
ぎ
の
方
に

は
お
す
す
め
で
す
。
５
分
程

度
の
サ
ン
プ
ル
動
画
が
２
～

３
コ
マ
視
聴
で
き
れ
ば
利
用

者
増
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。

◎
自
宅
で
出
来
る
こ
と
で
、

行
き
帰
り
の
時
間
が
か
か
ら

ず
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
レ

ジ
ュ
メ
も
あ
っ
た
の
で
あ
と

か
ら
見
返
す
こ
と
が
出
来

た
。
カ
メ
ラ
の
性
能
に
よ

り
、
認
識
し
て
も
ら
え
な
い

こ
と
が
何
度
か
あ
っ
た
の

で
、
カ
メ
ラ
の
性
能
を
上
げ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
す
べ
て
匿
名
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
）

加
盟
校
動
静

新
年
度
動
静

（
４
月
20
日
ま
で
に
文
書
で

の
報
告
分
。
前
年
度
未
掲
載

分
も
含
む
。
敬
称
略
）

〈
新
規
開
校
〉

三
育
学
院
大
学
大
学
院
（
看

護
学
研
究
科
）
〒167-0032

東
京
都
杉
並
区
天
沼3-17-

15

☎03-3392-8267

三
育
学
院
中
学
校
（
北
浦
三

育
中
学
校
を
移
転
）　

校
長

＝
尾
上
史
郞　

〒298-0271

千
葉
県
夷
隅
郡
大
多
喜
町
中

野589

☎0470-83-0830

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
小
学

校　

校
長
＝
中
村
純　

〒

433-8558

静
岡
県
浜
松
市
北

区
三
方
原
町3453

☎053-
415-8130

〈
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
〉

桜
美
林
大
学
東
京
ひ
な
た
や

ま
キ
ャ
ン
パ
ス
〒194-0032

東
京
都
町
田
市
本
町
田

2600-4

☎042-739-0080

〈
所
在
地
地
名
変
更
〉

平
安
女
学
院

法
人
本
部
、
大
学
、
中
学
校

・
高
等
学
校
〒602-8029

京

都
市
上
京
区
武
衛
陣
町221

〈
所
在
地
変
更
〉

活
水
女
子
大
学
音
楽
学
部
・

健
康
生
活
学
部
〒850-8515

長
崎
市
東
山
手
町1-50

☎

095-822-4107

（
代
）

〈
校
名
変
更
〉

横
浜
英
和
小
学
校
→
青
山
学

院
横
浜
英
和
小
学
校

〈
閉
校
〉

北
浦
三
育
中
学
校
（
三
育
学

院
中
学
校
に
移
転
）

〈
人
事
〉

北
星
学
園　

理
事
長
・
学
園

長
＝
古
川
敬
康

酪
農
学
園　

事
務
局
長
＝
岩

井
繁
和

宮
城
学
院　

女
子
大
学
学
長

＝
末
光
眞
希

東
北
学
院　

理
事
長
＝
原
田

善
教
、
院
長
＝
大
西
晴
樹

（
大
学
学
長
兼
務
）、
法
人

事
務
局
長
＝
齋
藤
信
二

基
督
教
独
立
学
園　

事
務
長

＝
青
山
弥
一

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園　

茨

城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
学
長
＝

上
野
尚
美

新
島
学
園　

学
園
長
＝
湯
浅

康
毅
（
新
設
）

聖
望
学
園　

事
務
長
＝
國
分

正
道
（
19
年
８
月
１
日
付
）

三
育
学
院　

法
人
事
務
局
長

＝
平
野
正
晴
、
久
慈
川
三
育

小
学
校
校
長
＝
松
坂
世
施

富
、
鹿
児
島
三
育
小
学
校
校

長
＝
草
野
知
子

聖
書
学
園　

理
事
長
・
千
葉

英
和
高
等
学
校
校
長
＝
大
羽

聡青
山
学
院　

大
学
学
長
＝
阪

本
浩
、
女
子
短
期
大
学
学
長

＝
河
見
誠

啓
明
学
園　

中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
＝
下
條
隆
史

恵
泉
女
学
園　

中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
＝
本
山
早
苗

国
際
基
督
教
大
学　

学
長
＝

岩
切
正
一
郎
、
高
等
学
校
校

長
＝
中
嶌
裕
一

明
治
学
院　

大
学
学
長
＝
村

田
玲
音

立
教
英
国
学
院　

理
事
長
＝

杉
山
順
一
（
19
年
12
月
１
日

付
。
理
事
会
議
長
よ
り
役
職

名
変
更
）

ル
ー
テ
ル
学
院　

大
学
学
長

＝
石
居
基
夫
、
日
本
ル
ー
テ

ル
神
学
校
校
長
＝
立
山
忠

浩
、
事
務
長
＝
坂
田
好
和

聖
路
加
国
際
大
学　

学
長
＝

堀
内
成
子

東
京
女
子
大
学　

理
事
長
＝

安
田
隆
二
（
20
年
３
月
12
日

付
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院　

大
学
学

長
＝
荒
井
真

平
和
学
園　

学
園
長
＝
藤
本

朝
巳

聖
ス
テ
パ
ノ
学
園　

事
務
長

＝
中
林
三
平

捜
真
学
院　

事
務
局
長
＝
來

原
雅
宏

横
浜
英
和
学
院　

理
事
長
＝

伊
藤
美
奈
子
、
学
院
長
＝
磯

貝
曉
成
（
小
学
校
長
兼
務
）

山
梨
英
和
学
院　

理
事
長
＝

小
野
興
子
、
院
長
＝
朴
憲
郁

聖
隷
学
園　

聖
隷
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
中
学
校
・
高
等
学
校

校
長
＝
上
村
敏
正

静
岡
英
和
学
院　

事
務
局
長

＝
松
澤
重
喜

金
城
学
院　

大
学
学
長
＝
小

室
尚
子

名
古
屋
学
院　

理
事
長
＝
盛

山
利
夫
、
名
古
屋
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
＝
加
藤
与

仁
、
事
務
長
＝
鈴
木
雅
哉

名
古
屋
学
院
大
学　

学
長
＝

赤
楚
治
之

同
志
社　

大
学
学
長
＝
植
木

朝
子
、
国
際
学
院
初
等
部
・

国
際
部
校
長
＝
谷
本
高
彦

梅
花
学
園　

総
務
部
長
＝
平

木
宏
行

大
阪
キ
リ
ス
ト
教
学
院　

大

阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
学

長
＝
山
本
淳
子
、
事
務
局
長

＝
植
田
住
夫

日
ノ
本
学
園　

理
事
長
＝
中

川
守
、
学
園
長
＝
土
岐
一

郎
、
姫
路
日
ノ
本
短
期
大
学

学
長
＝
濱
田
敏
子
（
代
行
）

関
西
学
院　

大
阪
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
校
長

＝Myles�Jackson

（
19
年

８
月
１
日
付
）、
初
等
部
長

＝
小
谷
正
登
、
事
務
局
長
＝

福
中
修
二

啓
明
学
院　

中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
＝
指
宿
力
、
事
務

室
長
＝
日
下
優

神
戸
女
学
院　

中
学
部
・
高

等
学
部
部
長
＝
森
谷
典
史

八
代
学
院　

神
戸
国
際
大
学

学
長
＝
辻
正
次

キ
リ
ス
ト
教
愛
真
高
等
学
校

事
務
長
＝
砂
子
修

西
南
学
院　

院
長
＝
今
井
尚

生
、
中
学
校
・
高
等
学
校
校

長
＝
早
川
寛
、
事
務
局
長
＝

大
羽
康
二

九
州
ル
ー
テ
ル
学
院　

事
務

局
長
＝
内
田
正
秋

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院　

大

学
・
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期

大
学
学
長
＝
金
永
秀

一
般
社
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「�

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る�

教
員
免
許
状
更
新
講
習
」に
つ
い
て

・
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
講
が

可
能
で
す
。

・
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
土
台
と
し
た
講
座
で
す
。

・
20
年
度
申
込
受
付
＝
２
月
16
日
～
21
年
３
月
30
日

・
受
講
開
始
＝
４
月
16
日

　

詳
細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る

教
員
免
許
状
更
新
講
習

19
年
度
修
了
者
の
感
想

東洋英和女学院

カナダ日系人強制収容所での教育活動

Ｆ.Ｇ.ハミルトン（1888〜1975）

●�
　東洋英和女学院は、カナダ・メソジスト教会の
婦人宣教師たちによって創設された学校です。フ
ランシス・ガートルード・ハミルトン先生も宣教師
として来日し、戦前には校長も務め、現在に至る学
院の基盤を築きました。しかし、1938年には日本社
会の情勢を鑑み日本人に校長職を譲り、太平洋戦
争勃発後も日本に残留しますが、1942年には交換
船で帰国します。戦後は、山梨英和学院の復興、東
洋英和の短期大学保育科の伸展に貢献しました。
　これまで戦中のカナダでの先生の動向について
はほとんど知られていませんでした。ところが、このたびハミルトン
先生の日系人強制収容所における教育活動を紹介する番組がNHKの番
組「暗闇の中の希望」（英語版・日本語版）で放映されました。敵国
人となった日本人・日系人への反感が渦巻く母国カナダにおいて、先
生が選択した道は、厳冬の地レモンクリークの収容所に赴任し、教育
の機会から見放された日系カナダ人のために奉仕することでした。先
生の教えを受けた二世たちはまさに「暗闇の中の希望」であった教育
を受けることで、逆境を生き抜く力を得ました。
　戦時下において国際平和を唱え続け、世界のなかで虐げられた人々
に寄り添ったハミルトン先生から学ぶべきことは過去のことに限りま
せん。現在、グローバル化が進行していく一方で、民主主義を基調と
した戦後の世界秩序が揺らぎ、不寛容、排他主義、人種的偏見が横行
する世界で、揺るぎないキリスト教信仰を基軸に奉仕を貫いた先生の
姿勢は、今なお多くの教えを私たちに与えてくださっています。
� 松本郁子〈東洋英和女学院史料室〉

東洋英和女学院HP
番組案内の
トピックス

英語版
NHK WORLD PRIME
「Hope in the Dark」

（2020年8月24日まで
視聴可能です）
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公
　
募

　明日、終わるかもしれませんね。（そう言うと

中１の生徒はかなり引きました。）

　コロナウイルスの影響で苦しんでいる方々の上

に、主の慰めがありますように祈ります。

　聖書には「終末論」「終末思想」というものが

あります。この世界はやがて終わりの時がくる。

その時には主イエスが再臨し、善きものと悪しき

ものを分け、永遠の救いに入るものと永遠の裁き

を受けるものとに分けられると。「ヨハネの黙示

録」はローマ帝国からの迫害を受けていた時代に

キリスト者たちが語った物語であると理解してい

ます。圧倒的な力を持つローマ帝国という世界も

やがて終わりの時が来る。主イエスが再臨され、

その時には迫害を耐え忍んできたキリスト者たち

は救われるのだ。だから今この時を、希望を持っ

て生きようとキリスト者たちは語りあい、苦難の

時を生き抜いたのです。終末論はそもそも希望の

物語だったのです。

　現代は大変な時代です。世界の終わりを感じさ

せる様々な要素に満ちています。私の住む愛知県

だと「南海トラフ大地震」が３０年以内に起こるで

あろうと言われています。原発事故による放射能

汚染が続いています。地球規模で温暖化の影響に

よる自然災害（人災？）が多発しています。国と

国との利害関係の対立が激化し、それが世界を巻

き込む戦争に発展しかねません。AIの発達によ

り、コンピューターが人間生活を脅かす存在にな

る可能性も語られています。そして今回のコロナ

ウイルスの世界的な蔓延による恐怖。この混沌と

した現代社会の中にあって私たちはどう生きるの

か。

　内田樹氏の「サル化する世界」を読み、大いに

共感しました。今この時だけ、自分さえよければ

いいのだと生きる人々が世界中にあふれていま

す。そのような生き方に未来はあるのか？今私た

ちの生活を真剣に問い直さねばなりません。

　私たち人類は脈々と受け継がれた知恵に支えら

れて生きています。そして現在、正しい生き方を

して将来の人々にこの愛すべき地球を引き渡して

いかなければなりません。将来に希望を託すべ

く、今をしっかりと生き抜かなければなりません。

　終末論は私たちに絶望を伝えるのではなく、希

望ある未来を信じて、今を正しく生きよ！と語っ

ているのです。「たとえ明日、世界が滅亡しよう

とも、今日私はリンゴの木を植える。」ｂｙ　マ

ルティン・ルター（所説あり）

大 藪 博 康
（名古屋学院宗教部長）―キリスト教の理解を深めるために―

キリスト教Ｑ＆Ａ

世界は終わってしまうのですか？

＜行事予定＞ 
※状況により変更することがあります。

８／２０～２１　第１０回中堅事務職員リトリート
 （同志社びわこリトリートセンター）
　　２４～２５　第６回全国事務局長・事務長会議
 （東北学院）
９／５　　　教研部会等委員長会議
 （教育同盟事務局）
　　８～９　第６４回大学部会研究集会
 （敬和学園大学）
　　１２　　　キリスト教活動担当事務職員研修会
 （明治学院）
　　１７～１８　第６２回中高研究集会（関東学院）
　　２６　　　本部・地区事務局会議
 （教育同盟事務局）

青
山
学
院
中
等
部

礼
拝
堂
竣
工

正
面
か
ら
新
校
舎　

　

青
山
学
院
中
等
部
の
新
校

舎
・
チ
ャ
ペ
ル
が
完
成
し
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
４
月
か

ら
運
用
し
て
い
る
本
校
舎

（
Ⅰ
期
工
事
）
に
つ
い
て
は

本
紙
17
年
12
月
号
で
紹
介
し

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
Ⅱ

期
、
Ⅲ
期
で
完
成
し
た
礼
拝

堂
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
１

面
に
も
画
像
あ
り
）

　

礼
拝
堂
の
十
字
架
は
こ
れ

ま
で
青
学
講
堂
に
あ
っ
た
も

の
で
、
以
前
の
中
等
部
教

諭
、
小
坂
圭
二
先
生
の
製

作
。
素
材
は
江
戸
時
代
、
玉

川
上
水
か
ら
水
を
引
く
の
に

使
わ
れ
た
尾
張
の
木
曾
ヒ
ノ

キ
で
す
。
玉
川
上
水
は
１
６

５
３
年
に
完
成
を
み
た
の
で

す
が
、
多
摩
川
の
上
流
、
羽

村
で
水
を
取
り
、
4３
キ
ロ
を

つ
な
い
で
、
四
谷
ま
で
引
き

入
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
の

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

武
蔵
野
台
地
を
露
天
掘
り
で

掘
削
し
、
木
材
や
石
で
固
め

て
上
水
を
作
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
に
人
々
の
渇
き
を

い
や
し
た
、
命
の
水
を
運
ん

だ
の
が
玉
川
上
水
で
す
。
四

谷
か
ら
は
虎
ノ
門
ま
で
地
下

水
道
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
江

戸
城
を
は
じ
め
、
赤
坂
、

芝
、
京
橋
方
面
へ
水
を
分
け

ま
し
た
。
こ
の
地
下
水
道
の

た
め
に
使
わ
れ
た
木
曽
ヒ
ノ

キ
で
す
。
明
治
に
入
り
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
そ
の
ま
ま

地
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の

が
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
準
備
工
事
の
掘
削
に
よ

っ
て
、
た
ま
た
ま
手
に
入

り
、
こ
れ
を
使
っ
て
小
坂
先

生
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

尾
張
の
木
曽
ヒ
ノ
キ
は
天

皇
家
か
、
将
軍
家
し
か
使
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し

た
。
で
す
か
ら
、
こ
の
木
は

江
戸
城
、
現
在
の
皇
居
に
引

き
込
ん
だ
幕
府
専
用
水
道
と

し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
３
０
０
年

以
上
地
中
に
あ
り
、
生
え
育

っ
た
年
も
加
え
る
な
ら
、
お

そ
ら
く
７
０
０
年
、
８
０
０

年
く
ら
い
た
っ
て
い
る
木
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
表
面
を
ち

ょ
っ
と
こ
す
る
と
ヒ
ノ
キ
の

良
い
香
り
が
立
ち
上
り
ま

す
。
木
は
そ
れ
自
体
生
命
を

持
ち
続
け
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

中
央
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

の
原
画
は
卒
業
生
の
堀
川
理

万
子
氏
に
よ
る
も
の
で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
「
生
命
の
樹
」。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
樹
の
下

の
部
分
に
は
人
間
の
存
在
を

感
じ
さ
せ
る
階
段
が
配
さ

れ
、
目
で
登
っ
て
い
く
と
、

そ
こ
に
は
実
が
な
り
、
小
鳥

が
憩
い
、
さ
ら
に
見
る
者
を

高
み
へ
と
導
き
ま
す
。
最
後

に
は
人
の
意
識
を
解
き
放
つ

空
が
あ
り
ま
す
。
人
の
創
造

性
と
自
然
と
の
共
生
、
上
昇

と
解
放
が
在
校
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
ド
イ
ツ

の
ヴ
ァ
イ
ム
ズ
社
の
製
作
で

す
。
パ
イ
プ
約
１
６
０
０

本
、
24
ス
ト
ッ
プ
の
も
の
で

す
。
小
ぶ
り
な
が
ら
、
十
分

に
礼
拝
堂
に
讃
美
歌
の
音
を

満
た
し
て
く
れ
ま
す
。
２
０

１
５
年
当
初
は
オ
ル
ガ
ン
購

入
費
用
が
予
算
的
に
大
変
厳

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
卒
業

生
か
ら
、
本
物
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
入
れ
て
ほ
し
い
と

い
う
強
い
願
い
が
あ
り
、
募

金
活
動
を
始
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
２
年
間
で
目
標

を
達
成
で
き
た
こ
と
も
う
れ

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
在
校

の
中
学
生
、
高
校
生
が
３
０

０
０
円
、
５
０
０
０
円
と
い

う
、
多
分
も
ら
っ
た
お
年
玉

の
中
か
ら
寄
付
を
し
て
く
れ

た
生
徒
た
ち
が
多
く
い
た
こ

と
も
、
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
大
切
な
の
は
礼

拝
堂
の
存
在
で
は
な
く
、
こ

の
礼
拝
堂
に
お
い
て
、
ま
こ

と
の
神
と
の
交
わ
り
の
礼
拝

が
持
て
る
の
か
ど
う
か
で

す
。
神
の
言
葉
が
語
ら
れ
、

神
の
言
葉
が
聞
か
れ
る
礼
拝

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

�

敷
島
洋
一

〈
青
山
学
院
中
等
部
部
長
〉

▽
国
際
基
督
教
大
学

▼
教
養
学
部
心
理
学
・
言
語

学
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

職�

種
＝
社
会
心
理
学
分
野
教

授
、
准
教
授
又
は
助
教
１

名
採�

用
予
定
日
＝
21
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
５
月
25
日

問�

合
せ
＝

socialpsy-search@icu.ac.jp

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
人
間
科
学
部
環
境
・
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

職�

種
＝
保
全
生
態
学
教
授
、

准
教
授
又
は
専
任
講
師
１

名
採�

用
予
定
日
＝
21
年
４
月
１

日
２
０
１
９
年
度
教
職
員

就
職
支
援
状
況
報
告

　

19
年
度
の
登
録
者
数
は
３2

名
（
18
年
度
３8
名
）、
加
盟

校
へ
の
就
職
決
定
報
告
者
は

７
名
（
18
年
度
７
名
）
で
、

公
募
件
数
（
本
紙
お
よ
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
は
、
延
べ
３

８
６
件
（
18
年
度
３
９
２

件
）
で
あ
っ
た
。

応
募
締
切
＝
８
月
28
日

問�

合
せ
＝
☎０798-51-855３

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
人
文
科
学
部
心
理
子
ど
も

学
科
子
ど
も
専
攻

職�

種
＝
保
育
者
論
、
他　

講

師
以
上
１
名

採�

用
予
定
日
＝
21
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
７
月
３
日

問�

合
せ
＝
☎０89-9３1-6211

▽
松
山
東
雲
短
期
大
学

▼
①
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
②

保
育
科

職�

種
＝
①
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

論
、
他
②
保
育
実
習
Ⅰ
、

他　

講
師
以
上
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
①
1０
月
１
日

②
21
年
４
月
１
日

応�

募
締
切
＝
①
６
月
５
日
②

７
月
1０
日

問
合
せ
＝
☎０89-9３1-6211

▽
活
水
女
子
大
学

▼
健
康
生
活
学
部
食
生
活
健

康
学
科

職�

種
＝
生
化
学
分
野
教
授
、

准
教
授
、
講
師
又
は
助
教

１
名

採�

用
予
定
日
＝
21
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
６
月
３０
日

問�

合
せ
＝
☎０95-822-41０7

▽
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大

学▼
保
育
科

職�
種
＝
①
幼
児
体
育
②
幼
児

教
育　

教
授
、
准
教
授
、

講
師
又
は
助
教
各
１
名

採�

用
予
定
日
＝
21
年
４
月
１

日
応
募
締
切
＝
８
月
2０
日

問�

合
せ
＝somu@ocjc.ac.jp

地
区
と
も
に
続
き
ま
す
。
定

時
総
会
の
延
期
を
は
じ
め
、

第
１
回
理
事
会
は
郵
送
で
の

決
議
、
４
月
か
ら
６
月
の
地

区
総
会
は
西
南
地
区
が
延

期
、
他
の
３
地
区
は
開
催
せ

ず
に
文
書
で
の
決
議
で
す
。

現
在
予
定
の
各
研
修
会
も
中

止
の
可
能
性
が
あ
り
、
随
時

Ｈ
Ｐ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
中
止
の
場
合
で

も
、
今
年
度
の
計
画
内
容
を

来
年
度
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
実

質
延
期
が
多
い
で
す
。

　

研
修
会
等
の
中
止
、
延

期
、
変
更
の
判
断
が
全
国
・

　

広
報
委
員
会
は
政
府
の
緊

急
事
態
宣
言
を
機
に
学
校
運

営
、
学
習
指
導
、
遠
隔
授
業

な
ど
に
関
し
て
情
報
共
有
を

図
る
為
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
中
。
４
月
22
日
迄
の

回
答
、
３7
校
分
の
結
果
報
告

は
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

事
務
局
は
可
能
な
範
囲
で

時
間
短
縮
と
一
部
在
宅
勤
務

で
す
。
ご
迷
惑
の
節
は
ご
容

赦
を
。
本
紙
の
校
正
も
こ
れ

ま
で
印
刷
所
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
前
号
か
ら
事
務
局

で
の
遠
隔
校
正
と
し
ま
し

た
。

　

若
葉
、
ツ
ツ
ジ
が
美
し
い

季
節
で
す
が
気
持
ち
は
晴
れ

ず
、
非
日
常
の
毎
日
で
す
。

有
効
な
治
療
薬
の
な
い
今
、

三
密
の
回
避
、
高
齢
者
へ
の

配
慮
を
安
全
、
思
い
や
り
の

行
動
と
し
て
心
が
け
ま
す
。

　

加
盟
校
に
連
な
る
全
て
の

皆
様
の
お
守
り
を
祈
り
つ

つ
。

�

事
務
局
長


